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Industrial Autonomy への展望

産業における自動化レベルおよび自律化レベルの定義
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Autonomous operations（自律操業）：プロセスオペレーション、サプ
ライチェーンなど複数のシステムを統合した、完全自律型のオペレーション

Autonomous orchestration（組織的な自律化）：設備がほとんどの
状況下で製造と安全性を最適化するために同期して自律的に動作

Semi-autonomous（半自律化）：自律化、自動化設備があり、人間がそ
れらを統合管理

Semi-automated（半自動化）：人と自動化システムが仕事を分担し、人
間が安全なオペレーションを担当

Automated（自動化）：人間は、従来の自動化システムや限られた自律機
能に支えられた安全なオペレーションを担当

Manual（手動）：人間が常に施設を管理

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資

「Industrial Autonomyへ
の移行に関する調査」の概要

本レポートの内容は、横河電機がOmdiaに委託し、プロセス産業
の投資に関する意思決定者約 500人を対象として 2020年 6月から
7月にかけて実施した、「Global End-user Survey on the Outlook 
for Industrial Autonomy（産業における自律化の見通しに関する
グローバルエンドユーザー調査）」の結果に基づいています。

この調査は、自律化への投資や自律化レベル、活用している技術
や新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響などに関する
17の質問によって、自律化への移行についての仮説を検証し、見
通しを定量化することを目的として行われました。

調査対象となった 7種の主要なプロセス産業
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Industrial Autonomyへの投資計画

89% 79%操業における自律化のレベルを高める
予定あり

リモートオペレーションを導入済み、
または試験的に実施中

プロセス産業が自動化から自
律化への移行を進めている中、
運用技術（OT）と IT、それぞ
れの専門家が、自律操業によっ
て生産性を向上させる方法に
注目しています。

回答者の過半数が、今後 3年
間で Industrial Autonomy
（産業における自律化）への投
資をわずかに、または大幅に
増加させると答えています。

今後 3年以内に
自律操業の
開始を予定

自律／半自律操業を
導入する予定なし

プロジェクトに
導入済み

半自律／自律操業を
試験的に実施中

半自律／
自律操業

30%

30%

7%

34%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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レベル 5（完全に自律化
した操業）への移行
企業は Industrial Autonomyのメリットを徐々に理解し始め
ており、今後 3年から 10年の間に自律化レベルの大幅な向上
を目指しています。

過去数十年間は半自動化または自動化された運用が標準となっ
ていましたが、2023年までにレベル 3（半自律化した操業）へ、
2030年までにレベル 5（完全に自律化した操業）へと、急速
に移行することが明らかになりました。

従業員の健康の維持と安全性の向上、ならびに新しい操業技術
の必要性がレベル 5への移行を推進しています。

71%アジア
太平洋地域

2030年までに
レベル 5へ移行

石油精製業
74%

石油・ガス
アップストリーム

66%

自律化の達成レベル

レベル

5

レベル

3

レベル

1

レベル

4

レベル

2

レベル

0
2020年 2023年 2030年

64%

22%

10%

3%

0%

0%

36%

28%

13%

3%

0%

19%
1%

9%

30%

33%

24%

3%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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Industrial Autonomyが対応するビジネス課題

生産性の向上

操業効率の
最適化

作業員の
安全性の向上

5

デジタルトランスフォーメーション（DX）がもたらす価値に企業が寄せる期待は、これまで以上
に高まっています。

企業が DXの取り組みを通じて自律化を推進する際、ダウンタイムの削減から品質管理の向上、
コンプライアンスに至るまで、DXが対象とするビジネス課題はさまざまです。

48% 生産性の向上を

40%操業効率の向上を

主な課題の上位 4つに従業員数
の最適化が含まれていると回答
した割合22%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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現場作業と意思決定プロセスの双方が自律化

自律化は自動化からの進化です。回答者の多数が、2020年に現場作業の自動化が大幅に進んだと回答している一方で、意思決定プロセスの自動化は今
後 3年間で急増することが予想されます。AIやデジタルツインなどの技術によって、基本的な意思決定プロセスの自動化から、ほとんどの現場作業と意
思決定プロセスの大幅な自動化へと移行することが見込まれています。

ほとんどの
意思決定プロセスを

大幅に自動化

意思決定プロセスの
自動化なし、または
最低限の自動化

基本的な
意思決定プロセスの

自動化

31%

2%

17%
67%

55%

28% 2020年 2023年

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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困難な作業環境が無人操業
への移行を促進

現場での作業には安全性のリスクが伴うことから、そのリスクを
低減する対策を講じる必要がありますが、無人操業への移行によっ
て運用コストを大幅に削減することができます。

今後 3年間で、作業員の立ち会いを常時必要とする業務はほとん
ど変わらないと予想されますが、最小限の立ち会いを必要とする
業務の無人化への移行は大いに進むと予想されます。

37% 

40% 

50% 

の作業員が
困難な環境での
作業に従事

の作業員が単調
な、または繰り返
し作業に従事

の作業員が長距
離移動を伴う
作業に従事

無人化できるアプリケーションとした回答者の割合

2020年 2023年

プロセスの
監視

設備資産の
監視

品質管理

プロセス
オペレーション

14%

11%

9%

11%

26%

21%

19%

25%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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作業員の高齢化問題に新技術で対処

若いエンジニアの経験不足を補うために新技術が活用されています。プロセス産業の重要な課題は、ベテラン作業員の退職による技能不足ですが、自律
操業を活用したアプリケーション管理で課題を解決できます。

「What if」シナリオを仮想環境でテストできるデジタルツイン、人の関与なしに意思決定を行える AIソフトウェアなど、さまざまな新技術への投資増加
が見込まれています。

29%
ティングに大規模な投資を行う
予定

量子コンピュー

40%
センサと装置への大規模な投資を
行う予定

インテリジェントな

42% 
投資を行う予定

AIに大規模な 優先度：高

優先度：中

優先度：低

視覚
システム

ドローン

AR/VR/MR

ブロック
チェーン

産業用
ロボット

ワイヤレス／
5G

サイバーセ
キュリティ

AI

クラウド／
分析／ビッ
グデータ

インテリ
ジェントセ
ンサ／装置

今後 3年間に投資する技術の優先度

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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投資が見込まれる自律化促進アプリケーション

2020年に投資が見込まれる主なアプリケー
ションは、ITインフラ管理と品質管理です。

ITインフラ管理への投資増加は、クラウド、
AI、サイバーセキュリティへの投資によるも
のです。OT／ ITの専門家は、作業員の立ち
会いを常時必要としていたアプリケーション
の自律操業を実現するため、これらの技術を
活用しています。

COVID-19の影響によって、より多くの企業
が、作業員の安全、リモートサービス、リモー
トオペレーションなどのアプリケーションへ
の投資を予定しています。

企業は、危険な現場での人の作業を回避し、
パンデミックのリスクに対する備えを強化し
ています。

Industrial Autonomyへの投資で優先度の高いアプリケーション

COVID-19感染拡大前（2020年初）の
優先的に投資する分野

COVID-19感染拡大後の
優先的に投資する分野

リモートオペレーション
25%

36%

作業員の安全
28%

34%

ITインフラ管理
38%

33%

品質管理
37%

33%

リモートサービス
21%

30%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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COVID-19が Industrial Autonomyへの長期的な投資を促進
プロセス産業における Industrial Autonomyへの投資
は、COVID-19による影響が出始めた際に、一時的に減
少しましたが、今後、2023年にかけて回復すると予想
されます。

今年、石油・ガスアップストリーム、石油・ガスミッド
ストリーム、石油精製業は、消費／需要の落ち込みによ
り、大幅な投資抑制を余儀なくされています。しかし、
COVID-19の拡大でリモートオペレーションの重要性が
認識され、今後 3年間で Industrial Autonomyへの大
規模な投資を行う見込みです。

54% 

55%

により今後 3年間で Industrial 
Autonomyへの投資を拡大

Autonomyへの投資を縮小

COVID-19の影響

今年は Industrial 

Industrial Autonomy：課題から機会へ

COVID-19の影響により今後 3年間で投資を拡大
COVID-19の影響により今年は投資を縮小

石油精製

発電

再生可能エネルギー

ライフサイエンス
（医薬品、バイオ医薬品）

石油・ガス
ミッドストリーム

石油・ガス
アップストリーム

化学／石油化学

54%

57%

58%

47%

51%

47%

59%

63%

64%

62%

49%

42%

57%

56%

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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生産性向上への道のり

企業は、ビジネス課題を解決するため、操業の自律化を目指していますが、COVID-19の拡大を
きっかけに、自律操業への移行を加速しています。

作業員の高齢化と業務の複雑化に対応するため、新技術が導入されています。

企業が直面している課題を共有し、自動化から自立化への移行（IA2IA: Industrial Automation 
to Industrial Autonomy）の実現を支援するパートナーの必要性が、かつてないほど高まって
います。

生産現場における
作業員の関与に伴う
リスクの低減

現場作業や
意思決定プロセスの
自動化による
柔軟性と効率性の

向上

新たな技術、
アプリケーションに
よる信頼性の向上

作業員の
安全と業務の
付加価値の向上

トータルコストの
削減と生産性の

向上

主な成果

調査 自律操業 ビジネス課題 意思決定 移行への課題 アプリケーションテクノロジー COVID-19 まとめ投資
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